
 

 

 

 

 

 平成 27年１月 22日（木）19時より、東松島市役所 202会議室において、委員 24名が出席

し、平成 26年度第４回東松島市復興まちづくり計画市民委員会（総合計画策定委員会）が開催

されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■意見交換 ～次期総合計画で重視すべきこと～ 

 

 東松島市の現況等、以下の点について事務局から報告を行った上で、次期総合計画で重視す

べきことについて意見交換を行いました。 

①施策大綱の検討状況について 

②東松島市の現況の調査・分析結果について 

③関連計画の策定状況について 

④平成 26年度市民満足度調査結果について 

 

■主な意見 ～次期総合計画で重視すべきこと～ 

・地域経済が活性化しないと若者が定住しない。いかに雇用の場を作るかが重要。 

・復興後を見据えた地域産業のあり方を考えていかなければならない。 

・自分たちで工夫しながら、地域産業の再生や新たなビジネスの創出に向けて色々と取り

組んでいくことが必要。 

・将来、人口減少、市の税収の減少に伴い、行政サービスの提供に民間活力を導入するこ

とが考えられる。これからの市民協働のあり方について、検討が必要。 

 

 ※詳細は、別紙会議記録をご確認く 

ださい。 

 

 

 

平成２６年度 

第４回 東松島市復興まちづくり計画市民委員会（総合計画策定委員会） 

【開催概要】 

【内容】 

１．東松島市の現況等について（報告） 

２．第３回東松島市復興まちづくり計画市民委員会 

（総合計画策定委員会）の振り返り 

３．意見交換 

   ～次期総合計画で重視すべきこと～ 

４．その他 今後の予定について 

作成：東松島市復興まちづくり計画市民委員会（総合計画策定委員会）事務局 

【資料３】 


